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和光大学はマレーシア、サバ大学と提携校の関係にあるが、両校の学生同士の
交流は、継続的におこなわれているとはいいがたく、発展・深化の可能性を残し
ている。今後どのような交流の可能性が考えられるかを探る目的で、サバ大学で
学ぶ日本語履修者にアンケート調査を実施した。この結果および日本語担当教員
へのインタビューをもとに、学生間の交流の第一歩としての選択肢の 1 つを提案
することを試みた１）。

1 ── はじめに

和光大学では、マレーシアのサバ大学と2006年に提携が結ばれて以来、これ
に基づいて主に教員間の相互交流がおこなわれている。また経済経営学部の学生
が、授業の一環として毎年フィールドワークを目的にマレーシアを訪れており、
その際にサバ大学の学生と交流の機会をもっている。これを契機に学生同士が交
流を深め、継続していくことも可能ではあるものの、帰国後の交流に結びつくか
どうかは個人に委ねられる部分が大きく、提携校であることを活かした継続的な
交流につなげていくことは難しい。事実、サバ大学の日本語履修者を対象とした
アンケート調査で、和光大学とサバ大学が提携校であることを知っているかを尋
ねた質問に対して、47人中45人が「知らなかった」と回答している2 ）。

大学間の学生交流のあり方としては、田崎（1998）にあるように、専攻を同じ
くする学生が、その専門分野による動機づけによって交流を深めるという方法も
考えられる。また一方では、日本語や日本文化、あるいは逆に提携校の国で話さ
れている言語やその文化を媒介とした交流も考えられよう。ここでは、サバ大学
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1 ）本稿は、和光大学総合文化研究所研究プロジェクト「短期留学生の日本適応能力向上についての研

究」として実施した調査をまとめたものである。
2 ）文末に挙げた質問紙によるアンケート調査、「質問17 あなたは、サバ大学と日本の和光大学が提携

校（姉妹校）であることを知っていましたか。 1 つ選んで○をつけてください。」に対する回答。
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で日本語の授業を履修する日本語学習者へのアンケートおよび日本語教育担当教
員へのインタビューをもとに、日本語、日本文化を媒介とした和光大学、サバ大
学両校の継続的な交流の可能性を検討する。

2 ── 調査の目的と方法

サバ大学で日本語を履修する学生との、日本語、日本文化を媒介とする交流が
可能であるかを探るために、以下の 2 点を目的に調査を実施した。

①サバ大学における日本語教育の内容とカリキュラムにおける位置づけを明
らかにする。

②日本語履修者の学習動機や目的、交流に対する意識を明らかにする。
この目的の下、以下の方法で調査を実施した。

③サバ大学日本語担当教員へのインタビュー
実施日：2011年 3 月11日
実施方法：事前に渡した質問項目に基づくインタビュー

④日本語履修者を対象としたアンケート調査
実施日：2011年 3 月12日
実施対象：サバ大学で日本語を履修している学生、47名

（実施日に授業に出席していた学生）
実施方法：質問紙によるアンケート調査３）

日本語履修者を対象としたアンケート調査は、上述目的の②を明らかにするた
めに実施したものである。一方、日本語担当教員へのインタビューは、目的の①
を明らかにすると同時に、短期留学を通じた学生交流が可能か、難しいとするな
らば何が障害となるかなど、今後の交流の方向性を探ることを意図したものであ
る。

日本語履修者を対象としたアンケート調査は、調査当日おこなわれていた 2 ク
ラスの授業終了後に協力してもらったものであるが、クラスの中に入って授業を
見学し、学生がどのような雰囲気で授業を受けているのか、その様子を実際に見
せてもらう機会ともなった。

3 ── 日本語教育の内容と位置づけ

サバ大学では、日本語を主専攻としている学生はおらず、日本語の授業を履修
しているのは、日本語を副専攻とする社会科学部国際関係学科の学生、および外
国語科目として日本語を選択している学生のみである。以下、副専攻としての日

──────────────────
３）調査に使用した質問紙を文末に資料として掲載する。
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本語クラスと外国語としての日本語クラスの順に、その内容と特徴について、概
観しておきたい。

副専攻としての日本語クラス
社会科学部国際関係学科の学生は、必須科目である英語以外に、選択必須科目

として日本語、中国語、アラビア語のうち 1 科目を選択する。学生の希望をとっ
た上で、大学側が人数の偏りが出ないよう調整をおこなうため、例年60人の学生
のうち20人が日本語を学ぶこととなる。もっとも人気があるのは中国語であり、
日本語を学ぶ学習者すべてが希望して日本語を学んでいるわけではないという。

日本語を副専攻とするこの授業では、Japanese for Busy People（国際日本語普及
協会）を使って、2 年間で合計98時間日本語を学ぶ。大学の授業のみでは日本語
能力試験への合格が難しいため、日本語担当教員が用意したN5レベルを想定し
た試験対策教材を使って自習をおこなう学生もいるが、2005年の日本語クラス
の開講以来、日本語能力試験の受験者は10人に満たない。

外国語科目としての日本語クラス
サバ大学では、英語が第 1 外国語に指定されている。第 1 セメスター（ 1 年次

の前期）には全学生が英語を学び、セメスター終了時に試験が実施される。これ
に合格しなければ、第 2 外国語の履修が許されず、在学中は英語のみを集中的に
学習することになる。

一方、この試験に合格した学生は、日本語、中国語、フランス語、スペイン語、
ロシア語、アラビア語、マレー語、タミル
語、カダザン・ドゥスン語の中から 1 つを
選択して履修する。第 2 外国語として履修
する外国語は、学生の希望を聞いた上で人
数調整をおこなって決定される。2010年入
学の 1 年生の場合、全体の約 1 割、468名
が日本語を選択している。上述 9 言語に加
えて、次のセメスターから韓国語が新たに
開講される予定であった。これは韓流ドラ
マや韓国の若者文化に対する関心をもつ学
生からの要望を受けて実現したものである
が、日本語選択者の学習動機も日本の若者
文化に対する関心によるところが大きく、
両者には重なるところがあるという。実際、
日本語クラスの履修者を対象としておこな
ったアンケートでも、学習動機を複数選択

1 満足している 0
2 やや満足している 17
3 あまり満足していない 24
4 満足していない 6
合計 47

表1 「話す技能」に対する満足度

（「質問11 現在の自分の『話す力』に満足していま
すか。１つ選んで○をつけてください。」に対する
回答。）

N＝人数

1 満足している 0
2 やや満足している 24
3 あまり満足していない 22
4 満足していない 1
合計 47

表2 「聞く技能」に対する満足度

（「質問12 現在の自分の『聞く力』に満足していま
すか。１つ選んで○をつけてください。」に対する
回答。）

N＝人数
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してもらう質問に対して、回答者47名のう
ち27名（約57％）と半数以上の履修者が選
択肢「日本文化に関する知識を得るため」
を選んでいる。

第 2 外国語としての日本語の授業では、
『みんなの日本語 初級Ⅰ』（スリーエーネッ
トワーク）を使って授業がおこなわれてお
り、 2 年次の第 4 セメスター終了までに13
課まで学ぶことになっている。会話を中心
とした授業のため、「書く技能」「読む技能」
よりは「話す技能」「聞く技能」に重きを
置いた授業構成となっているようである。

第 2 外国語として日本語を学んでいる学
生の中にも、日本語能力試験N5レベルを受
験する学生が見られ、前年度は全履修者の
約 2 割の学生が受験している。副専攻として日本語を履修している学生の場合と
同様、受験者には試験対策教材を使った指導がおこなわれている。

アンケート調査当日に、第 2 外国語としての日本語の授業を見学する機会をえ
たが、ペアワークなどを交えながら進められる授業はとても楽しい雰囲気で、学
生の反応もよく、積極的に学習が進められている様子がうかがわれた。授業見学
に入っていた私に対しても、学習中の文型を利用した質問が出る場面もあった。
このことは、履修者を対象に実施したアンケートの結果にも反映されているかと
思う。

アンケートへの回答を依頼したのは、 1 年次の第 1 セメスターにあたるクラス
で『みんなの日本語 初級Ⅰ』の 3 課を学ぶ、日本語の学習を始めたばかりの学
生であった。理解、使用ともに、語彙、文型が限られているにもかかわらず、現
在の自分の日本語能力に対する満足度を尋ねた質問において、選択肢「４．満足
していない」を選択する履修者は思いのほか少ない（表1〜表4）。

4 ── 日本語履修者を対象としたアンケートの結果

では、今後サバ大学で日本語を学ぶ学生との交流の方向として、どのようなも
のが考えられるだろうか。アンケートの結果を集計し、そこに見出される特徴を
まとめてみた。まずは、学習動機について確認してみたい（図1）。

最も多いのが「10.日本語という言語そのものに興味があるから」の34名。回
答者47名の約72％がこれを選択している。 2 番目は「 8.日本に観光旅行するた
め」（30名、64％）、３番目は「 2.日本の文化に関する知識を得るため」（27名、

1 満足している 0
2 やや満足している 30
3 あまり満足していない 16
4 満足していない 1
合計 47

表3 「読む技能」に対する満足度

（「質問13 現在の自分の『読む力』に満足していま
すか。１つ選んで○をつけてください。」に対する
回答。）

N＝人数

1 満足している 1
2 やや満足している 25
3 あまり満足していない 18
4 満足していない 3
合計 47

表4 「書く技能」に対する満足度

（「質問14 現在の自分の『書く力』に満足していま
すか。１つ選んで○をつけてください。」に対する
回答。）

N＝人数
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57％）であり、さらに「 9.日本語でコミュニケーション出来るようにするため」
（23名、49％）、「 5.資格試験受験のため」（18名、38％）と続く。日本語そのものに
対する関心から日本語を学習している学習者が多いことはサバ大学に限った傾向
ではない。国際交流基金によって2009年に実施された海外日本語教育機関調査
の結果においても、学習動機として選択肢「日本語そのものへの興味」は 2 番目
に多く選ばれている４）。国際交流基金による調査の結果と比較して、サバ大学の
日本語履修者の特徴として挙げられるのは、選択肢「 8.日本に観光旅行するため」
を選んだ者が 2 番目に多いということであろう。「 2.日本の文化に関する知識を
得るため」「 9.日本語でコミュニケーション出来るようにするため」を選択した
履修者も多いことから、日本文化や日本人との接触に対する志向が強く読み取れ
る。

一方で、サバ大学の日本語履修者が日本語を使ってコミュニケーションを図っ
たり、その結果として日本の文化・習慣に触れる機会はそれほど多くないようで
ある。サバ大学のあるサバ州コタキナバルの中心街には、日本人観光客向けの土
産 物 店 な ど も あ り 、
日本語履修者が日本
人と接する機会が得
られないわけではな
い。しかし、インタ
ビューに答えてくだ
さった日本語担当の
先生によると、大学
が街の中心から離れ
ているため、普段は
大学周辺で生活する
学生が日本語を使っ
てコミュニケーショ
ンを図る機会はあま
りないという。それ
でも、授業以外でど
のくらいの頻度で日
──────────────────
４）今回のアンケート調査における質問８の選択肢は、国際交流基金による2009年の海外日本語教育機

関調査の選択肢と完全に一致するものではない。国際交流基金の調査は、初等教育機関から高等教
育機関、民間の日本語教育機関をも対象に広く実施されているものである。今回サバ大学で実施し
たアンケート調査では、対象機関の性質などを加味し、独自の選択肢を設けた。国際交流基金の調
査によると、マレーシアの高等教育機関で学ぶ日本語学習者の学習動機は、その割合が高い順に

「コミュニケーション」、「日本語そのものへの興味」「将来の就職」「アニメ・マンガ等に関する知識」
「受験準備（大学等）」となっている。
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図1　日本語履修者の学習動機
N＝回答数

１ ．専攻に必要だから
２ ．日本の文化に関する知識を得るため
３ ．日本の政治・経済・社会に関する知識を得るため
４ ．日本の科学技術に関する知識を得るため
５ ．資格試験の受験準備のため
６ ．日本に留学するため

７ ．将来の就職のため
８ ．日本に観光旅行するため
９ ．日本語でコミュニケーション出来るようにするため
10．日本語という言語そのものに興味があるから
11．国際理解・異文化交流の一環として
12．その他

（「質問８ 日本語を学んでいる理由として、当てはまるもの全てに○をつけてください。」
に対する回答。）
注：なお、この質問では最も当てはまる選択肢に◎をつけることを求めたが、選択し
た回答のいずれにも◎をつけていない回答者がほとんどであり、ここでは単純に回答
の延べ数を示した。
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本語を使うかを尋ねた質問には、
47人中 3 人が「ほぼ毎日」、31人
が「週に数回」と回答している

（表5）。これは、今回のアンケー
ト調査の実施が、和光大学経済経
営学部の学生の滞在期間と重なっ
たことが影響しているとも考えら
れる５）。「 5.ほとんど使わない」
と答えた履修者が全体の約1/4に
上ることも、注目に値する。

また、誰を相手に日本語を使用
しているかを尋ねた質問からは、

「 1.日本語の授業で、クラスメー
トや先生と」話すと答えた履修者
が圧倒的に多く、日本語履修者が
普段の生活で日本語を使う機会は
限定的であると見ることができる

（表6）。
そんな日本語履修者に、日本に

留学する機会が得られれば何を学
んでみたいか、どんな経験をして
みたいかを尋ねた（図2）。最も多
いのが「 7.日本人学生との交流」、
ほぼ同数で「 4.日本の科学技術に
関する知識や経験」、「 2.日本の文
化に関する知識」がこれに続く。
また、「 5.日本の企業における研
修やインターンシップ」「 8.地域
住民との交流」を選択した回答者
もかなりの程度いる。

これらの回答を専攻別にまとめ
たものが次の図 3 である。この結
果から、 2 つの傾向が見てとれる。
1 つは、選択肢「 1.現在の専攻に

──────────────────
５）これとは別に、早稲田大学の学生ボランティアがコタキナバルで継続的に活動をおこなっており、

中には彼らと接する機会がある回答者もいるのかもしれない。

1 ほぼ毎日 3
2 週に数回 31
3 月に数回 1
4 年に数回 0
5 ほとんど使わない 12
6 その他 0
合計 47

表5  授業の外での日本語の使用頻度

（「質問10 現在、日本語の授業以外の場でどのくらいの頻度で日本
語を使いますか。１つ選んで○をつけてください。」に対する回答。）

N＝人数

1 日本語の授業で、クラスメートや先生と 46
2 大学の日本人留学生と 12
3 近隣に住んでいる日本人と 3
4 日本人観光客と 5
5 その他 1
合計 67

表6  誰を相手に日本語を使用するか

（「質問９ 現在、誰を相手に日本語を使いますか。当てはまるもの
全てに○をつけてください。」に対する回答。）
注：「２．大学の日本人留学生と」を選択している回答者が12名
いるが、サバ大学には、日本からの留学生はほとんどおらず、日
本語履修者が日本人留学生と接する機会があるとは考えにくい。
先に触れた和光大学から短期滞在している学生、早稲田大学の学
生ボランティアのことを指しているものと考えられる。）

N＝回答数

1

26 27

2 3 4 5 6 7 8 9
0
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10

15

20
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30 28

15

21 21

0

図2　日本留学に望むもの
N＝回答数

１ ．現在の専攻に関する知識や経験
２ ．日本の文化に関する知識や経験
３ ．日本の政治・経済・社会に関する知識や経験
４ ．日本の科学技術に関する知識や経験
５ ．日本の企業における研修やインターンシップ

６ ．日本語能力向上のための講座
７ ．日本人学生との交流
８ ．地域住民との交流
９ ．その他

（「質問15 日本に留学する機会があれば、どんなことを学んでみた
い（経験してみたい）と思いますか。」に対する回答。）
注：質問８同様、この質問では最も当てはまる選択肢に◎をつけ
ることを求めたが、選択した回答のいずれにも◎をつけていない
回答者がほとんどであり、ここでは単純に回答の延べ数を示した。

18

8
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関する知識や経験」、あるいは自らの専攻にかかわる選択肢を選んでいる履修者
が多いことである。例えば、Science & Technology を専攻する学生は、選択肢「 4.日
本の科学技術に関する知識や経験」を選択する履修者が最も多く、選択肢「 1.現
在の専攻に関する知識や経験」を選んだ履修者をあわせると、延べ回答数の約
32.1％となる。選択肢「 3.日本の政治・経済・社会に関する知識や経験」を最も
高い割合で選択しているのは Business & Economics を専攻する履修者であり、選
択肢「 1.現在の専攻に関する知識や経験」を選んだ履修者をあわせると、延べ回
答数の約22.2％となる。選択肢「 1.現在の専攻に関する知識や経験」を選択した
割合が最も高いのは Food Science & Nutrition を専攻する履修者であるが、専攻に
直接的に関わる選択肢が他になかったためであると考えられる。延べ回答数の約
16.7％がこれを選択している。

また 2 つめの特徴として、専攻に関わりなく、選択肢「 2.日本の文化に関する
知識や経験」「 7.日本人学生との交流」「 8.地域住民との交流」が高い割合で選択
されているということである。

以上のアンケート集計結果から、サバ大学の日本語履修者について以下の 2 点
が指摘できそうである。

⑤日本人学生をはじめとする日本人との交流を通じて、日本の文化・生活に
ついて知ることを望んでいるが、実際に日本人とコミュニケーションを図
る機会はそれほど多くない。

⑥日本人とのコミュニケーション・交流に対する志向とは別に、自らの専門
分野に関する知識や経験を深めることを望んでいる。

以上をふまえ、以下で今後の交流の可能性について考えてみたい。

Education &
Social Development

Business &
Economics

Food Science &
Nutrition

Engineering &
Information Technology

Science &
Technology

図3  日本留学に望むもの（専攻とのクロス集計の結果）

１ ．現在の専攻に関する知識や経験
２ ．日本の文化に関する知識や経験
３ ．日本の政治・経済・社会に関する知識や経験
４ ．日本の科学技術に関する知識や経験
５ ．日本の企業における研修やインターンシップ

６ ．日本語能力向上のための講座
７ ．日本人学生との交流
８ ．地域住民との交流
９ ．その他（0％）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％
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5 ── 今後の交流の可能性

提携校との間での学生同士の交流の方法として、短期留学生として提携校で学
ぶ方法や、授業の一環として提携校を訪問するという方法がまず考えられる。実
際に、和光大学からは毎年経済経営学部の学生が 2 週間程度マレーシアに滞在し、
その中でサバ大学の学生とも交流を図っている。サバ大学の日本語履修者にも、
双方の学生が留学などの形で直接交流すること、さらには留学をつうじて自らの
専門分野に関する知識・経験を深めることを望む声が圧倒的に多い。和光大学に
望むことは何かを尋ねた質問に対して、45人が「サバ大学から和光大学への留学
生の受け入れ」を、24人が「和光大学からサバ大学への留学生の受け入れ」を選
択している（表7）。しかしながら、サバ大学の学生を日本に迎えることは現実に
はなかなか難しいようである。インタビューをおこなったサバ大学の日本語教育
担当の先生によると、学生個人が日本滞在の費用を負担することが困難なだけで
なく、大学からの資金的な支援も今のところ望めないという。これは日本への留
学に限ったことではなく、外国への留学を希望する学生は奨学金を受けるなど自
分自身で留学への道を切り開かなければならず、実際に海外に留学する学生数も
極めて少ないという。事前にお願いした日本語教育を担当されている先生を対象
としたアンケートでは、担当者の確保が難しいこと、留学期間中の欠席および単位
認定に関わる問題など、留学生として学生を送り出す上での課題が挙げられていた。

これ以外に配慮すべき問題として、サバ大学の日本語履修者の日本語能力が挙
げられよう。和光大学では2001年度から2010年度までの10年間、提携校である
上海大学から特別聴講生として毎年留学生を迎えてきた。上海大学特別聴講生は、
10ヶ月あまり和光大学に在籍し、日本語講座で日本語を学びながら様々な授業を
履修して帰国した。また日本語能力試験への合格も、彼らの在学中の目的の 1 つ
であった。その日本語能力は、中級後半から上級レベルであり、日本語による授
業を聴講し単位を取得することにも、大きな問題は伴わなかった。一方で、サバ
大学の日本語履修者の日本語能力は第 4 セメスター終了時であっても初級前半レ
ベルにあり、彼らが和光大
学で専門知識を深めるため
に授業を履修するには、和
光大学側に英語で授業をお
こなうなどの対応が求めら
れる。これは、授業の履修、
単位取得に限らず、日本人
学生、地域住民との交流に
ついても共通した課題であ

1 サバ大学から和光大学への留学生の受け入れ 45
2 和光大学からサバ大学への留学生の受け入れ 24
3 和光大学からの日本に関する情報の提供 14
4 E-mailなどを利用した和光大学の学生との交流 15
5 特に何も望まない 1
6 その他 0
合計 99

表7  日本語履修者が和光大学に望むこと

（「質問18 提携校である和光大学に望むことは何ですか。当てはまるもの全てに
○をつけてください。」に対する回答。）

N＝回答数
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るが、英語を媒介語とした交流は、日本語で日本人学生、地域住民とのコミュニ
ケーションを図りたいというサバ大学の日本語履修者の希望に沿うものとはいい
がたい。

では、短期の留学や滞在以外の方法で、学生同士が交流を図る方法はないだろ
うか。

先に言及したとおり、和光大学に望むことは何かを尋ねた質問に対して、留学
生の受け入れといった学生の直接的な交流の機会を望む声が多い。しかしながら、
今回のアンケートで14人が「 3.和光大学からの日本に関する情報の提供」を、
15人が「 4. E-mailなどを利用した和光大学の学生との交流」を選んでいる。では、
日本語履修者はどのような情報を求めているのであろうか。選択肢「 3.和光大学
からの日本に関する情報の提供」について、具体的にどんな情報がほしいかを記
入してもらったが、“Qualification to further my study in Wako University and courses

that offered by Wako University（和光大学で学んだ場合の単位認定や和光大学で開講さ
れている授業について）”といった将来の留学を想定した具体的な情報を求める意
見もあれば、“Information about technology in Japan（日本の技術に関する情報）”とい
った漠然とした希望、さらには“Study lifestyle of Japanese in Japan.（日本人の学生
生活について）”までさまざまである。日本語履修者から寄せられたこうした希望
の多くは、ひじょうに意外なものであった。滞在時の交流パーティに参加してい
た学生たちは、ほぼ全員が携帯電話やスマートフォンなど携帯端末をもっており、
インターネットの普及状況を鑑みても、日本や和光大学に関する情報が得られな
いということは考えられない６）。実際のところ彼らが望んでいるのは、得られる
情報そのものというよりは、日本人学生をはじめとする日本人との交流をつうじ
て日本に関する情報を得たという体験だとは考えられないだろうか。

ここまで見てきたとおり、短期の留学、滞在には乗り越えるべき課題も多いが、
市川（1997）、鈴木（2006）に見られるように、インターネットを利用した情報交
換、交流であれば、気軽にはじめることができ、やり方次第では継続的な交流に
もつなげやすい。以下で、その方法と内容について考えてみたい。

まず内容であるが、サバ大学の日本語履修者の学習動機を尋ねる質問で多くの
日本語履修者が選択し、日本に留学する機会があれば学んでみたい（経験してみ
たい）と希望している、以下の 2 つが挙げられよう。

⑦日本文化に関する情報
日本の文化、習慣から、アンケートの自由記入欄に希望があった、同世

代の若者の学生生活など。
⑧それぞれの学生の専攻に関する情報

学内で開講されている授業についての情報をはじめ、専門分野に関する

──────────────────
６）和光大学も、ホームページ上で英語、中国語および韓国語による情報提供をおこなっている。
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幅広いやり取り。
いずれの場合も、和光大学の学生が、マレーシアの文化、サバ大学の学生の学

生生活について、サバ大学で開講されている授業や、マレーシアでのそれぞれの
専門分野での動向について尋ねることも、想定される。また、交流が進めば、上
述以外の内容が取り上げられることも当然考えられようし、日本語履修者との交
流ということであれば、日本語そのものに関する質問、それに対する回答という
ようなやり取りがおこなわれることもあるだろう。方法としては、鈴木（2006）
のようにWebカメラを設置しての交流、IP電話を利用した交流も可能ではあるが、
以下の理由から実現には時間を要すると思われる。

⑨媒介語の問題
先に触れたとおり、サバ大学の日本語履修者の日本語能力を考えた場合、

日本語を媒介語とした対面でのコミュニケーションは難しいだろうと判断
される。日本語履修者の多くは、日常生活で英語を使用しており 、英語
を媒介語とすればコミュニケーション上の問題はないが、今度はこの交流
に参加できる和光大学の学生が限られてしまうことが懸念される。また、
アンケートの結果から、日本語履修者は日本語でのコミュニケーションを
望んでいると考えられるため、英語による交流では、その希望を十分にく
み取ることができない。

⑩交流の場の問題
円滑な交流を実現するためには、少なくとも交流開始当初は、授業の場

などでやり取りが進められることが理想的であるが、現状としては難しい。
以上を考えあわせると、対面でのコミュニケーションによって期待される効果

は大きいものの、電子メールなどを利用した文字言語による交流の方が、現状に
即していると判断できる。文字言語による交流の利点を、いくつか挙げてみたい。

⑪タイムラグはあるものの、双方で情報の送り手、受け手となることができ、
学生同士の直接的な交流と位置づけることができる。

⑫対面によるコミュニケーションでは、発話の場で即座に反応することが求
められるが、文字言語によるコミュニケーションであれば、日本語履修者
の日本語能力にあわせた情報発信がおこないやすい。

⑬交流参加者がそれぞれに分担を決めて、文書を作成し送信するといった形
をとれば、授業外の活動として継続していく道も開かれる。

和光大学表現学部総合文化学科には、日本語教員養成プログラムが用意されて
おり、「国際交流を深く理解することのできる人材」の育成を目指している。こ
のプログラムの修了認定には必要な科目の単位取得とともに「実習に関わる学習
項目」の認定が求められている。このプログラムの修了認定を目指す学生は、日
本語学校や地域の日本語教室でボランティアをおこなうなどして、「実習に関わ
る学習項目」の認定を受けてきたが、提携校との継続的交流を目指す試みがこれ



研究プロジェクト：短期留学生の日本適応能力向上についての研究 ── 253

に該当するものと位置付けられるのであれば、このプログラムに登録する学生の
選択肢が増えることにもつながる。

6 ── おわりに

以上見てきたとおり、和光大学と提携校であるサバ大学との交流は、これまで
教員間の交流を中心に進められており、学生には両校が提携校の関係にあるとの
認識も希薄であるという現状が見られる。教員間の交流はもとより、学生間の交
流には、今後に発展・深化の可能性が大きく残されているとも捉えられる。

交流の方法としては、同じ提携校である中国、上海大学から特別聴講生を受け
入れてきたと同様、短期留学生としての受け入れという方法もあろう。実際、サ
バ大学の日本語履修者へのアンケート調査の結果からは、日本への留学を望む声
も多く聞かれた。しかしながら、日本語担当教員へのインタビューの結果、日本
語履修者の日本語能力、それに伴う和光大学における受け入れ態勢といったもの
を総合的に考えた場合、現段階での短期留学生の受け入れには、乗り越えるべき
問題が少なくないことがわかった。

様々な要件が整えば、いずれ和光大学にサバ大学から留学生を迎える日も来よ
うかと思うが、ここで提案したインターネットを利用した交流であっても、やり
方次第では学生間交流という目的は十分に達せられると思われる。今後は、その
具体的な方法と可能性について、実践的な試みを通じてさらに検証を進めていき
たい。

謝辞：本調査における質問紙の英訳は、和光大学経済経営学部教授加藤巌先生に
お願いした。また、インタビューおよびアンケート調査の実施にあたっては、サ
バ大学への調査の申し入れの段階から、全面的にご協力をいただいた。加藤先生
のご協力がなければ、本調査を実施することはできなかった。ここに深謝申し上
げます。
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サバ大学日本語履修者へのアンケート調査

和光大学　林 奈緒子

和光大学とサバ大学は、2006年以降、学術活動や学生の交流を通じて、提携校として
の関係を深めてきました。両校ともに、今後この関係をさらに伸展させていきたいと希
望しています。和光大学では、サバ大学で日本語を学ぶ皆さんのご意見を伺い、皆さん
の日本語の学習を支援し、両校の交流をより一層深めていきたいと考えています。アン
ケートにご協力くださるようお願いいたします。

年齢　　（　　　　　　　　）歳　　　　　　　　性別　　男性 ・ 女性
学年　　第（　　　　　　　　）学年

質問１　普段のコミュニケーションで使用している言語は何ですか。当てはまるもの全
てに○をつけてください。
１．マレー語 ２．中国語 ３．タミル語 ４．ｶﾀﾞｻﾞﾝ・ﾄﾞｩｽﾝ語など地域
語
５．英語 ６．日本語 ７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

質問２　専攻は何ですか。１つ選んで○をつけてください。
１．Science & Technology ２．Engineering & Information Technology
３．International Tropical Forestry ４．Food Science & Nutrition
５．Business & Economics ６．Social Science
７．Psychology & Social Work ８．Education & Social Development
９．Arts Studies 10．International Business & Finance Labuan
11．Informatics Labuan 12．Medicine
13. Sustainable Agriculture

質問３　日本語の授業は次のどれに該当しますか。１つ選んで○をつけてください。
１．主専攻 ２．副専攻 ３．外国語科目（第１外国語）
４．外国語科目（第２外国語） ５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問４　その日本語の授業は次のどれに該当しますか。１つ選んで○をつけてください。
１．必修科目 ２．選択必修科目 ３．選択科目 ４．その他

質問５　日本語学習歴を教えてください。
（　　　　　　）歳から　約（　　　　　　）年間

質問６　日本語能力試験（Japanese Language Proficiency Test）を受けたことがあり
ますか。１、２のいずれかに○をつけてください。
１．ある〔当てはまるものに印をつけてください。また、「受験」「合格」のいずれかに
○をつけてください。〕
2009年度以前
□１級（受験・合格）　　　□２級（受験・合格）
□３級（受験・合格）　　　□４級（受験・合格）
2010年度以降
□N1（受験・合格）　　　□N2（受験・合格）　　　□N3（受験・合格）
□N4（受験・合格）　　　□N5（受験・合格）
２．ない

質問７　BJTビジネス日本語能力テスト（BJT Japanese Business Proficiency Test）を
受けたことがありますか。１、２のいずれかに○をつけてください。
１．ある〔当てはまるものに印をつけてください。〕
□J1+ □J1 □J2 □J3 □J4 □J5
２．ない

質問８　日本語を学んでいる理由として、当てはまるもの全てに○をつけてください。
また、最も当てはまるものに◎をつけてください。
１．専攻に必要だから
２．日本の文化に関する知識を得るため
３．日本の政治・経済・社会に関する知識を得るため
４．日本の科学技術に関する知識を得るため
５．資格試験の受験準備のため
６．日本に留学するため
７．将来の就職のため
８．日本に観光旅行するため
９．日本語によるコミュニケーションが出来るようにするため
10．日本語という言語そのものに興味があるから。
11．国際理解・異文化交流の一環として
12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問９　現在、誰を相手に日本語を使いますか。当てはまるもの全てに○をつけてくだ
さい。
１．日本語の授業で、クラスメートや先生と ２．大学の日本人留学生と
３．近隣に住んでいる日本人と ４．日本人観光客と
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問10　現在、日本語の授業以外の場でどのくらいの頻度で日本語を使いますか。１つ
選んで○をつけてください。
１．ほぼ毎日 ２．週に数回
３．月に数回 ４．年に数回
５．ほとんど使わない ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

質問11　現在の自分の「話す力」に満足していますか。１つ選んで○をつけてください。
１．満足している　２．やや満足している　
３．あまり満足していない　４．満足していない

質問12　現在の自分の「聞く力」に満足していますか。１つ選んで○をつけてください。
１．満足している　２．やや満足している　３．あまり満足していない　４．満足して
いない

質問13　現在の自分の「読む力」に満足していますか。１つ選んで○をつけてください。
１．満足している　２．やや満足している　
３．あまり満足していない　４．満足していない

質問14　現在の自分の「書く力」に満足していますか。１つ選んで○をつけてください。
１．満足している　２．やや満足している　
３．あまり満足していない　４．満足していない

質問15　日本に留学する機会があれば、どんなことを学んでみたい（経験してみたい）
と思いますか。当てはまるもの全てに○をつけてください。また、最も当てはまるもの
に◎をつけてください。
１．現在の専攻に関する知識や経験
２．日本の文化に関する知識や経験
３．日本の政治・経済・社会に関する知識や経験
４．日本の科学技術に関する知識や経験
５．日本の企業における研修やインターンシップ
６．日本語能力向上のための講座
７．日本人学生との交流
８．地域住民との交流
９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問16　また、どのくらいの期間日本で学んでみたいですか。１つ選んで○をつけてく
ださい。
１．１〜２ヶ月程度　 ２．２〜３ヶ月程度　 ３．半年程
度
４．１年程度　 ５．２年程度　 ５．４年程度
６．４年以上　 ７．日本で学びたいとは思わない
８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問17　あなたは、サバ大学と日本の和光大学が提携校（姉妹校）であることを知って
いましたか。１つ選んで○をつけてください。
１．知っていた ２．知らなかった

質問18　提携校である和光大学に望むことは何ですか。当てはまるもの全てに○をつけ
てください。
１．サバ大学から和光大学への留学生の受け入れ
２．和光大学からサバ大学への留学生の受け入れ
３．和光大学からの日本に関する情報の提供
どんな情報を望みますか。具体的に記入してください。

４．E-mailなどを利用した和光大学の学生との交流
５．特に何も望まない
６．その他

ご協力ありがとうございました。アンケートの集計結果の送付を希望される方は、以下
にお名前と連絡先をご記入ください。

お名前　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
連絡先

《参考資料》

［はやし なおこ］


